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開
会
の
挨
拶
に
立
っ
た

吉
原
健
二
代
表
理
事︵
財

団
法
人
厚
生
年
金
事
業
振

興
団
顧
問
︶は
、
医
療
経

営
士
の
役
割
に
つ
い
て

「
皆
さ
ん
に
は
、
医
療
機

関
が
当
面
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
広
い
視
野
か

ら
、
的
確
か
つ
迅
速
に
解

決
し
う
る
能
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

そ
の
う
え
で「
資
格
の
認

定
事
業
に
お
い
て
は
認
定

側
に
も
一
定
の
見
識
が
求

め
ら
れ
る
。
今
後
も
医
療

経
営
士
の
育
成
に
関
し
て

は
、
当
協
会
が
使
命
感
と

責
任
感
を
も
っ
て
進
め
て

い
き
た
い
」と
協
会
運
営

の
あ
り
方
を
表
明
し
た
。

さ
ら
に
、「
こ
れ
ま
で

は
資
格
を
認
定
す
る
側
、

さ
れ
る
側
だ
っ
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
医
療
機
関
の
経

営
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

良
く
し
て
い
け
る
の
か
を

一
緒
に
考
え
る
、
仲
間
と

し
て
共
に
努
力
し
て
い
き

た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

続
い
て﹃
医
療
経
営
士

テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
﹄の

執
筆
者
を
代
表
し
て
挨
拶

し
た
村
上
正
泰
氏︵
山
形

大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
教
授
︶は
、
１
年
以
上

前
に
医
療
経
営
士
の
構
想

に
賛
同
し
、
本
テ
キ
ス
ト

を
執
筆
し
た
こ
と
を
振
り

返
っ
て「
時
代
の
要
請
に

合
っ
た
資
格
で
、
こ
う
し

た
取
り
組
み
が
日
本
の
医

療
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る

と
思
っ
て
執
筆
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
執
筆
に
携

わ
っ
た
立
場
か
ら
、
多
く

の
医
療
経
営
士
の
方
が
試

験
に
合
格
し
、
集
結
さ
れ

た
こ
と
を
大
変
喜
ば
し
く

思
う
」
と
感
慨
深
げ
に

語
っ
た
。

ま
た
、現
場
同
士
の＂
横

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
＂の
重

要
性
に
つ
い
て
触
れ
、「
各

現
場
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
・
取
り
組
み
が
な
さ

れ
て
い
る
。
地
域
性
や
病

院
機
能
の
違
い
も
あ
ろ
う

が
、
全
国
各
地
の
取
り
組

み
を
こ
う
い
っ
た
集
ま
り

を
通
じ
て
情
報
交
換
し
、

啓
発
し
合
う
こ
と
で
現
場

か
ら
日
本
の
医
療
を
良
く

で
き
る
と
思
う
」と
話
し

た
。

そ
の
後
、
役
員
を
代
表

し
て
挨
拶
を
し
た
須
田
清

監
事︵
弁
護
士
、
埼
玉
県

医
師
会
法
律
顧
問
︶
は
、

第
１
回
３
級
試
験
の
合
格

者
に
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

た
う
え
で
、「
皆
さ
ん
は

医
療
経
営
士
第
１
期
生
。

わ
が
国
の
医
療
界
に
、
こ

の
医
療
経
営
士
と
い
う
人

材
が
根
付
く
か
は
皆
さ
ん

の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
か

か
っ
て
い
る
。
私
ど
も
協

会
役
員
も
で
き
る
だ
け
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
て
い

き
た
い
」と
期
待
を
寄
せ

た
。須

田
氏
は
ま
た
、
多
く

の
医
療
機
関
が
事
務
部
門

の
ト
ッ
プ
と
な
る
人
材
の

確
保
に
苦
労
し
て
い
る
現

状
を
踏
ま
え
、「
金
融
機

関
出
身
者
な
ど
、
他
業
界

か
ら
採
用
し
て
い
る
も
の

の
、
な
か
な
か
う
ま
く

い
っ
て
い
な
い
。や
は
り
、

皆
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
力

が
必
要
だ
。
か
つ
て﹃
医

療
費
の
高
騰
が
国
を
滅
ぼ

す
﹄
と
い
っ
た
言
説
が

あ
っ
た
が
、
断
じ
て
そ
う

で
は
な
い
。
医
療
は
国
を

興
す
、
非
常
に
や
り
が
い

の
あ
る
仕
事
で
あ
る
。
ど

う
か
、
１
期
生
と
し
て
の

誇
り
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら

ま
い
進
し
て
い
た
だ
き
た

い
」と
語
り
か
け
た
。

（
２
ペ
ー
ジ
に
続
く
←
）
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お
も
な
内
容

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会
は
１
月
30
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷（
東
京
都
・
千
代
田
区
）に
て
平
成
23
年「
医
療
経
営
士
」新
年
の
集
い
を
開
催
し
た
。

当
日
は
吉
原
健
二
代
表
理
事
を
は
じ
め
と
す
る
協
会
関
係
者
の
ほ
か
、『
医
療
経
営
士
テ
キ
ス
ト
シ
リ
ー
ズ
』（
日
本
医
療
企
画
）執
筆
者
、
昨
年
９
月
に
実
施
さ
れ

た
第
１
回「
医
療
経
営
士
３
級
」資
格
認
定
試
験
の
合
格
者
な
ど
約
50
人
が
参
加
。
参
加
者
間
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。

協
会
役
員
や
執
筆
者
も
多
数
参
加

医
療
経
営
士
の
活
躍
に
期
待
寄
せ
る

お問い合わせ先／（株）日本医療企画  〒101-0033  東京都千代田区神田岩本町4-14  神田平成ビル  TEL：03-3256-2862  FAX：03-3256-2865 詳しくは　病院経営のしくみ 2　　検索

医療現場のための 病院経営のしくみ	２　――経営課題の構造理解と改善活動の実践――

大ヒット作「病院経営のしくみ」の続編。今作では、人・モノ・金・情報・サービスの経営資源について、その構造理解を促し、改善するための具体策を提示します。
病院経営、医療現場、研究機関、教育機関、企業など多彩な執筆陣により幅広い見地から解説。

一
般
社
団
法
人
日
本
医
療
経
営
実
践
協
会 

主
催　
「
平
成
23
年﹃
医
療
経
営
士
﹄新
年
の
集
い
」

〝
医
療
経
営
士
〞第
１
期
生
が
集
結

活
発
な
交
流
・
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る

吉
原
健
二
代
表
理
事

村
上
正
泰
氏

須
田
　
清
監
事
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新発売!!
医療経営士中級テキスト（一般講座）対応DVD
●全10巻（10枚組）　●定価：29,400円（税込）

※各巻の分売はお取り扱いできません。
 １巻 医療経営概論
 ２巻 経営理念・ビジョン／経営戦略
 ３巻 医療マーケティングと地域医療
 ４巻 医療ITシステム
 ５巻 組織管理／組織改革
 ６巻 人的資材・管理
 ７巻 事務管理／物品管理
 ８巻 財務会計／資金調達（1）財務会計
 ９巻 財務会計／資金調達（2）資金調達
 10巻 医療法務／医療の安全管理

新発売!!
医療経営士中級テキスト（専門講座）対応DVD
●全9巻（9枚組）　●定価：26,460円（税込）

※各巻の分売はお取り扱いできません。。
 １巻 診療報酬制度と請求事務
 ２巻 広報・広告／ブランディング
 ３巻 部門別管理
 ４巻 医療・介護の連携
 ５巻 経営手法の進化と多様化
 ６巻 創造するリーダーシップとチーム医療
 ７巻 業務改革
 ８巻 チーム力と現場力
 ９巻 医療サービスの多様化と実践

好評発売中!!
医療経営士初級テキスト対応DVD
●全8巻（8枚組）　●定価：20,000円（税込）

※各巻の分売はお取り扱いできません。。
 １巻 医療経営史
 ２巻 日本の医療行政と地域医療
 ３巻 日本の医療関連法規
 ４巻 病院の仕組み/各種団体、学会の成り立ち
 ５巻 診療科目の歴史と医療技術の進歩
 ６巻 日本の医療関連サービス
 ７巻 患者と医療サービス
 ８巻 生命倫理／医療倫理

――各巻の著者・編者がポイント解説したテキスト対応DVD登場 ！ ――　医療経営士テキスト対応DVDシリーズ

★中級一般講座・専門講座対応DVD　全19巻（19枚組）　特別価格：47,000円（税込）
お問い合わせ先／（株）日本医療企画  〒101-0033  東京都千代田区神田岩本町4-14  神田平成ビル  TEL：03-3256-2862  FAX：03-3256-2865

	 ●関東支社	☎03-3256-2885		 ●関西支社	☎06-7660-1761		 ●九州支社	☎092-418-2828		 ●北信越支社	☎076-231-7791 詳しくは　医療経営士 DVD　　検索
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乾
杯
の
音
頭
を
と
っ
た

遠
藤
正
樹
関
東
支
部
長

︵
医
療
法
人
社
団
康
明
会

常
務
理
事
・
法
人
本
部

長
︶は
、
自
身
が
病
院
に

入
職
し
た
当
時
の
こ
と
を

思
い
出
し
な
が
ら「
右
も

左
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

診
療
報
酬
の
解
釈
や
そ
の

他
の
実
務
な
ど
、
が
む

し
ゃ
ら
に
や
っ
て
き
た
。

25
年
が
経
っ
て
、
自
分
が

教
育
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
立
場
に
な
っ
た
時
、

こ
う
い
っ
た
す
ば
ら
し
い

テ
キ
ス
ト
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
感
謝
し

て
い
る
」と
テ
キ
ス
ト
の

執
筆
陣
に
謝
辞
を
述
べ
た

う
え
で
、
協
会
の
発
展
と

医
療
経
営
士
が
よ
り
よ
い

社
会
を
築
く
う
え
で
必
要

な
資
格
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
願
い
、
乾
杯
の
発
声

を
し
た
。

そ
の
後
設
け
ら
れ
た
歓

談
の
時
間
に
は
、
医
療
経

営
士
３
級
合
格
者
や
協
会

役
員
、
テ
キ
ス
ト
執
筆
者

が
入
り
交
じ
り
、
活
発
に

意
見
交
換
を
行
う
様
子
が

見
ら
れ
た
。

歓
談
の
合
間
に
行
わ
れ

た
医
療
経
営
士
３
級
合
格

者
の
自
己
紹
介
お
よ
び
挨

拶
で
は
、
指
名
を
受
け
た

合
格
者
た
ち
が
、
医
療
経

営
士
を
め
ざ
し
た
き
っ
か

け
や
今
後
に
向
け
た
決

意
、
協
会
へ
の
要
望
な
ど

を
語
っ
た
。「
経
営
士
の

資
格
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら

も
研
鑽
を
重
ね
、
日
本
の

医
療
を
救
う
一
助
に
な
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
」
と

い
っ
た
決
意
表
明
や
、「
多

く
の
人
が
勤
務
の
傍
ら
勉

強
を
し
て
い
る
と
思
う
の

で
、ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、

働
き
な
が
ら
学
べ
る
環
境

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
」な
ど
の
協
会
へ
の
要

望
も
聞
か
れ
た
。

最
後
に
閉
会
の
挨
拶
を

し
た
皆
川
尚
史
代
表
理
事

代
行︵
㈳
健
康
・
医
薬
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
協

会
理
事
長
︶は
、「
第
１
回

の
医
療
経
営
士
の
集
い
を

開
催
で
き
、
皆
さ
ん
の
や

る
気
と
パ
ワ
ー
を
い
た
だ

い
た
。
こ
の
パ
ワ
ー
を
で

き
る
だ
け
持
続
的
に
か
つ

組
織
的
に
支
え
て
い
き
た

い
。私
ど
も
協
会
役
員
は
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
こ
れ
か

ら
最
善
の
努
力
を
す
る
こ

と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
た

い
」と
締
め
く
く
っ
た
。

協
会
会
員
優
待
の
外
部
セ

ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

︻
日
本
ベ
ン
チ
ャ
ー
学
会

医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研

究
部
会 

公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
︱
︱
医
療
・
介
護
の

国
際
産
業
化
と
成
長
戦

略
︼

　

当
協
会「
医
療
経
営
士
」

会
員
は
特
別
価
格

２
０
０
０
円︵
一
般
価
格

３
０
０
０
円
︶で
参
加
で

き
ま
す
。
当
日
、
受
付
に

て
会
員
証
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

︻
日
時
・
会
場
︼

平
成
23
年
３
月
13
日︵
日
︶

午
後
２
～
５
時
30
分︵
※

午
後
１
時
30
分
開
場︿
懇

親
会
６
時
～
﹀︶

︵
財
︶日
本
生
産
性
本
部

︵
〒
１
５
０-

８
３
０
７　

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
３
-

１
-
１　

生
産
性
ビ
ル　

渋
谷
駅
徒
歩
８
分
︶

http://w
w

w
.jpc-net.jp/

others/shibuya.htm
/

参
加
受
付
電
子
メ
ー
ル  

icc79355@nifty.com

︻
お
も
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
︼

基
調
講
演

﹃
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
規
制

緩
和
と
産
業
化
﹄︵
多
摩
大

学
大
学
院　

教
授 

真
野

俊
樹
氏
︶な
ど

「
医
療
を
救
う
一
助
に
な
れ
ば
」

医
療
経
営
士
か
ら
の
決
意
表
明

日
本
医
療
経
営

実
践
協
会

事
務
局
か
ら
の
ご
案
内

私は、「病院の経営をしたい」と志して病院に入職し
ました。「病院には経営が不在である」といわれて久し
いですが、それは、「多様なタレントを活かすマネジャー
の不在」と同義なのではないでしょうか。今は経営が根
付いていなくても、いずれそういう時代が来た時にタレ
ントを活かすマネジャーになりたいと考え、経営トップ
である院長のもとで教えを請うべく現在の病院に入り
ました。
実際、現場ではさまざまな経験を積むことができて

いますが、「経営理論や手法を体系立てて学ぶにはどの
ようにすれば良いのか」と悩んでいました。そんな時、
医療経営士テキストシリーズに出会い、これはチャンス
だと感じました。今回『「医療経営士」新年の集い』に参
加し、「自分と同じことを考えている人がこれだけたく
さんいたのだ」と実感でき、うれしく思っています。

私は、看護師ほか医療職を育成する専門学校で、就
職指導を担当しています。今回、医療経営士という資
格ができたと聞き、これから医療機関に入っていく学
生たちが経営という意識をもって現場で働ければなお
良いのではないかと考え、その道を少し示したいとの
思いから資格を取得しました。医療現場の方が「医療経

営士」という意識を持って病院の全体を考えられるよう
な環境をつくれれば、と思っています。

特定社会保険労務士として会計士事務所に勤務して
おり、数多くの病院さんとお付き合いさせていただい
ています。医療経営士という資格ができたことをイン
ターネットで知り、私どもの所長から「ぜひ受けてみた
らどうか」と持ちかけられ、チャレンジしました。私は
今年の春に大学院を卒業しますが、その修士論文は「医
療現場の労務管理」をテーマにしました。これからも医
療関連の労務管理を中心に、皆さんのお力も借りなが
ら病院が良い環境をつくれるお手伝いをしたいと思っ
ています。

今回の医療経営士試験の合格により、皆様とご縁を
いただいたので、これを機にさらに勉強に励んで参り
たいです。私は20代の頃から医療経営と管理会計につ
いて勉強してきました。「世の中にこういった資格があ
ればいいな」と思っていたところに、医療経営士を日本
医療経営実践協会の皆様につくっていただき、感謝し
ているところです。これから勉強して、少しでも役に立
つ人材になっていきたいと思っています。どうぞお導き
をよろしくお願いします。

「新年の集い」参加者の声
●医療経営士

金城悠貴 さん  （横須賀市立うわまち病院）

中村直也 さん  （学校法人原田学園）

福島通子 さん  （塩原公認会計士事務所）

古石至章 さん  （㈱ホギメディカル）

関東支部では、医療機関の勤務者
と関連企業勤務者が半数ずつといっ
た構成になっています。出身母体も
分野も異なる人が集まっているた
め、研究会活動においては最初から個別のテーマを設定する
のではなく、開会後半年ほどは全体でディスカッションをし、
そのうえで活動の方針を決めていきたいと思っています。
これからの15年間、少子・超高齢社会のなかで日本の医療
は多くの問題を抱えていくことになります。だからこそ、次世
代を担う若手を育成しておくことが不可欠なのです。「医療経
営士」認定・育成事業は、来る2025年の医療を支える人材を
輩出できるものだと考えています。さまざまな職種の方に広
く受験していただき、医療経営に関心を持つ仲間がたくさん
生まれることを願っています。
また、医療機関関係者だけでなく医療システムや医薬品な

ど多様な分野の医療関連企業の方が医療経営に興味を持つ仲
間となることで、より幅広い視点で日本の医療について考え
られるようになると期待しています。目に見えないスキルや
ノウハウの議論を含め、参加者が現場で活かすことのできる
活動を行っていきますので、よろしくお願いいたします。

遠藤正樹 氏 
（医療法人社団康明会常務理事・法人本部長）

●日本医療経営実践協会 関東支部長
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２
０
１
０
年
度
診
療
報

酬
改
定
か
ら
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
調

整
係
数
が
段
階
的
に
廃
止

さ
れ
、
新
た
な
機
能
評
価

係
数
で
あ
る
機
能
評
価
係

数
Ⅱ
に
置
き
換
え
が
行
わ

れ
て
い
く
。
今
回
改
定
で

は
６
項
目
が
採
用
さ
れ
た

が
、
こ
の
６
項
目
の
重
要

度
は
異
な
っ
て
い
る
。

図
１
に
示
す
相
関
係
数

が
、
１
に
近
い
も
の
ほ
ど

重
要
な
係
数
で
あ
る
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
は
、
公
表
資
料
を
も
と

に
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
の
合

計
と
各
項
目
の
相
関
係
数

を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

た
と
え
ば「
救
急
医
療
係

数
が
高
か
っ
た
病
院
は
機

能
評
価
係
数
Ⅱ
の
合
計
も

高
い
」と
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。
こ
の
観
点

か
ら
い
え
ば
、
地
域
医
療

指
数
、
救
急
医
療
係
数
、

カ
バ
ー
率
指
数
が
相
対
的

に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し

て
複
雑
性
指
数
に
つ
い
て

は
有
意
な
相
関
が
あ
る
と

は
言
え
ず
、
機
能
評
価
係

数
Ⅱ
の
全
国
50
位
以
内
の

先
頭
集
団
に
位
置
す
る
病

院
で
あ
っ
て
も
全
国
平
均

を
下
回
る
な
ど
、
必
ず
し

も
重
要
性
が
高
く
な
い
こ

と
が
わ
か
る
。

図
２
に
示
し
た
の
は
、

機
能
評
価
係
数
Ⅱ
の
各
項

目
と
一
般
病
床
数
の
相
関

係
数
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
も
す
べ
て
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ

対
象
病
院
の
デ
ー
タ
を
公

表
資
料
に
基
づ
い
て
算
定

し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
カ

バ
ー
率
指
数
は
一
般
病
床

数
と
有
意
に
相
関
し
て
お

り
、
規
模
の
大
き
な
病
院

が
評
価
さ
れ
た
係
数
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。ま
た
、

地
域
医
療
指
数
に
つ
い
て

も
都
市
型
よ
り
郊
外
型
の

中
核
病
院
に
有
利
に
な
っ

機能評価係数Ⅱの分析から見える
これからの中小病院の生きる道

第３回目は、『医療経営士テキストシリーズ』（日本医療
企画）の「日本の医療関連サービス」および「診療報酬制
度と請求事務」を執筆された井上貴裕氏に、2010年度
診療報酬改定で新たに導入されたDPCの機能評価係
数Ⅱについて分析してもらった。そこから、今後中小病
院がとるべき方向性について考えていただきたい。

今月の
講師

リレー連載	 医療経営士として押さえておくべき最新［医療経営］情報	 第3回

て
い
る
。
逆
に
考
え
れ
ば
、

中
小
規
模
の
病
院
の
場
合

に
は
、
カ
バ
ー
率
指
数
や

地
域
医
療
指
数
で
高
得
点

を
取
る
こ
と
は
期
待
し
に

く
い
た
め
、
救
急
医
療
係

数
や
効
率
性
指
数
に
注
力

す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

し
か
し
、
救
急
医
療
係

数
の
決
定
要
因
は
図
３
に

示
す
よ
う
に
、
入
院
患
者

に
占
め
る
救
急
搬
送
患
者

割
合
と
な
っ
て
お
り
、
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の

よ
う
な
予
定
入
院
の
割
合

が
多
く
な
る
病
院
に
は
不

利
に
な
り
、
循
環
器
や
脳

神
経
系
の
専
門
病
院
で
は

有
利
に
な
る
。
機
能
評
価

係
数
Ⅱ
を
高
め
る
た
め
に

は
、
自
院
の
診
療
特
性
を

踏
ま
え
た
適
切
な
戦
略
の

策
定
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

救
急
医
療
係
数
や
効
率
性
指
数
での

高
得
点
獲
得
に
向
け
た
取
り
組
み
を

医療経営士テキスト
中級・専門講座・1巻
「診療報酬制度と請求事務」
―医療収益の実際―

編著者代表：井上貴裕
体裁：B5判・144頁
定価：2,940円
	 （本体2,800円＋税5％）

今月のテキスト

いのうえ・たかひろ●2007
年、東京医科歯科大学大学
院医歯学総合研究科医療
政策学修士、経営学修士。
医療法人の副理事長、有限
責任監査法人トーマツを経
て現職。

井上貴裕 氏 
 病院経営ストラテジスト

■ 「医療経営士2級」　合格力　養成講座（通学）

主催 株式会社日本医療企画 北信越支社 受講料 13万円（税込／テキスト代別）
※前期、後期の分割払い可

期間 前期2011年3月〜5月（5回）／後期7月〜9月（5回）

定員 30名 対象 医療経営士3級（初級）合格者、および将来の幹部候補。関連
企業社員、医療機関に転職を希望する人など。

問㈱日本医療企画北信越支社
TEL.076-231-7791
FAX.076-231-7795

次代の経営を担う職員の育成に最適！
北陸（石川県、富山県、福井県）地区の115医療法人においては、　
2010年、増収・増益した法人4割、赤字・低収益3割（当社調べ）と、収
益格差が拡大しています。その要因の1つに経営人材の不在が挙げられ
ます――このような課題を解消するために、貴院の事務部門スタッフの経営
実践力を強化しませんか！
本講座では、6月5日（日）、10月30日（日）に実施される『「医療経営士2級」

資格認定試験』の対策、受講生同士の交流を通じた資質向上を図ります。

日程 講師 テーマ 対応テキスト

前

期

３月26日（土） 鐘江　康一郎
（聖路加国際病院 経営企画室） 『経営理念・ビジョン/経営戦略』 【一般講座】2巻

４月９日（土） 真野　俊樹
（多摩大学 統合リスクマネジメント研究科 教授） 『医療マーケティングと地域医療』 【一般講座】3巻

４月23日（土） 山本　康弘
（国際医療福祉大学 医療・福祉マネジメント学科 教授） 『事務管理/物品管理』 【一般講座】7巻

５月14日（土） 福永　肇
（藤田保健衛生大学 医療科学部 医療経営情報学科 教授） 『財務会計/資金調達』 【一般講座】8、9巻

５月28日（土） 須田　清
（弁護士、埼玉県医師会法律顧問） 『医療法務/医療の安全管理』 【一般講座】10巻

後

期

７月９日（土） 井上　貴裕
（病院経営ストラテジスト、元・有限責任監査法人トーマツ） 『診療報酬制度と請求事務』 【専門講座】1巻

７月23日（土） 蔭山　裕之
（KCCSマネジメントコンサルティング　医療・介護コンサルティング部 京都課長） 『部門別管理』 【専門講座】3巻

８月20日（土） 鐘江　康一郎
（聖路加国際病院 経営企画室） 『経営手法の進化と多様化』 【専門講座】5巻

９月３日（土） 白濱　伸也
（日本能率コンサルティング シニア・コンサルタント） 『業務改革』 【専門講座】7巻

９月17日（土） 森川　富昭
（徳島大学病院 病院情報センター センター部長・病院教授）

『医療ITシステム』
『チーム力と現場力』

【一般講座】4巻
【専門講座】8巻

※会場は石川県地場産業振興センター（金沢市）　http://www.ishijiba.or.jp/access/index.htm
※時間は各日とも13～17時の4時間（都合により、カリキュラム、講師が変更になる場合もございます）
※講義外のテーマにつきましては、DVDにより各自学習していただきます。

2011年3月26日（土）

金沢市で開講！ 「医療経営士2級」 合格力 養成講座（通学）

合格力
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09
年
度
、
公
立
病
院
の
赤

字
は
６
割
に
減

総
務
省
は
昨
年
末
、
公

立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
調
査
結

果
を
ま
と
め
た
。「
公
立

病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
は
、

２
０
０
９
年
12
月
24
日
に

策
定
し
た「
公
立
病
院
改

革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
お

い
て
、
病
院
事
業
を
実
施

す
る
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
策
定
し
、
点
検
・
評

価
・
公
表
す
る
よ
う
要
請

し
た
も
の
。
こ
れ
を
踏
ま

え
て
10
年
９
月
末
現
在
で

の
各
地
方
公
共
団
体
の

「
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」

の
実
施
状
況
に
つ
い
て
調

査
し
た
。
同
調
査
の
結
果

に
よ
る
と
、
プ
ラ
ン
策
定

団
体
は
都
道
府
県
で
46
団

体
、
市
町
村
で
５
８
９
団

体
の
合
計
６
３
５
団
体
。

99
・
７
％
が
プ
ラ
ン
を
策

定
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
未
策
定
は
奈
良
県
、

医療経営士のための

News
Topics

&
●
総
務
省

広
島
県
神
石
高
原
町
で
、

い
ず
れ
も
今
年
度
内
に
策

定
す
る
予
定
だ
。

プ
ラ
ン
を
示
し
た
病
院

の
う
ち
09
年
に
経
常
収
支

で
黒
字
化
し
た
の
は
３
６

９
病
院︵
40
・
８
％
︶。
プ

ラ
ン
で
は
２
８
０
病
院

︵
31
・
０
％
︶が
黒
字
化
を

目
標
と
し
て
い
た
が
、
上

回
る
結
果
と
な
っ
た
。
ま

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
け

る
目
標
年
度
で
あ
る
11
年

度
に
黒
字
化
が
見
込
ま
れ

る
の
は
６
２
８
病
院
で
、

こ
れ
も
プ
ラ
ン
の
５
９
２

病
院︵
65
・
５
％
︶を
上
回

る
。ま

た
再
編
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
係
る
計
画
で

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
計

画
を
策
定
し
た
病
院
は
79

病
院︵
８
・
７
％
︶で
、
プ

ラ
ン
の
86
病
院︵
９
・

５
％
︶を
下
回
っ
た
。「
策

定
を
予
定
し
て
い
な
い
」

病
院
は
１
０
９
病
院

︵
12
・
１
％
︶だ
っ
た
。

経
営
形
態
見
直
し
に
関

し
て
は
、
09
～
10
年
度
９

月
に
経
営
形
態
の
見
直
し

を
実
施
し
た
病
院
が
１
１

０
病
院︵
12
・
２
％
︶、
一

方
、
見
直
し
を
予
定
し
て

い
な
い
病
院
は
１
７
８
病

院︵
19
・
７
％
︶だ
っ
た
。

医
療
介
護
の
連
携
に
つ
い

て
課
題
や
論
点
を
確
認

厚
生
労
働
省
は
１
月
21

日
、
中
央
社
会
保
険
医
療

協
議
会︵
会
長
＝
遠
藤
久

夫
・
学
習
院
大
学
教
授
︶

の
総
会
を
開
催
し
、
２
０

１
２
年
度
診
療
・
介
護
報

酬
同
時
改
定
に
向
け
、
医

療
と
介
護
の
連
携
の
促
進

に
向
け
た
現
状
と
課
題
、

論
点
の
整
理
を
行
っ
た
。

厚
労
省
に
よ
る
と
、
在

宅
療
養
支
援
診
療
所
の
数

は
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
過
去
１
年
間
に
在
宅

医
療
を
提
供
し
て
い
な
い

機
関
、
あ
る
い
は
１
人
も

看
取
り
を
行
っ
て
い
な
い

機
関
は
相
当
数
に
の
ぼ

る
。
さ
ら
に
、
１
人
医
師

開
業
医
が
多
く
負
担
が
大

き
い
、
と
い
っ
た
問
題
や

緊
急
時
の
入
院
受
け
入
れ

病
床
の
確
保
の
課
題
も
挙

が
っ
て
い
る
と
い
う
。

そ
こ
で
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
・
病
院
の
検
討
事

項
と
し
て
、
①
緊
急
時
の

連
絡
体
制
に
つ
い
て
は
自

宅
で
の
療
養
上
必
要
と
す

る
割
合
が
高
い
一
方
で
、

在
宅
療
養
支
援
診
療
所
の

負
担
は
大
き
い
が
、
自
院

の
複
数
の
医
師
に
よ
る
当

番
制
や
24
時
間
連
絡
対
応

を
行
う
看
護
職
員
等
の
配

置
な
ど
、
シ
ス
テ
ム
的
な

対
応
を
行
っ
て
い
る
在
宅

療
養
支
援
診
療
所
の
評
価

●
厚
生
労
働
省

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
る
べ
き
か
、
②
入
院
機

能
を
有
す
る
医
療
機
関
と

の
連
携
に
よ
り
24
時
間
対

応
や
緊
急
入
院
体
制
を
確

保
し
、
自
院
で
看
取
り
を

行
っ
て
い
る
在
宅
療
養
支

援
診
療
所
等
の
評
価
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る

か
、
③
地
域
の
在
宅
医
療

に
お
い
て
24
時
間
対
応
や

緊
急
時
入
院
病
床
を
確
保

す
る
う
え
で
、
在
宅
療
養

支
援
病
院
に
期
待
さ
れ
る

役
割
に
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
考
え
ら
れ
る
か
︱
︱

の
３
つ
が
示
さ
れ
た
。

新
成
長
戦
略
実
現
２
０
１

１
を
閣
議
決
定

政
府
は
１
月
25
日
、
今

年
取
り
組
む
べ
き
成
長
戦

略
を
定
め
た「
新
成
長
戦

略
実
現
２
０
１
１
」を
閣

議
決
定
し
た
。

こ
の
う
ち
医
療
分
野
で

は
、「
国
際
医
療
交
流
の

促
進
」「
外
国
人
医
師
・
看

護
師
に
よ
る
国
内
診
療
を

可
能
と
す
る
な
ど
の
規
制

緩
和
」「
医
療
情
報
化
の
推

進
」「
遠
隔
医
療
の
適
切
な

普
及
の
た
め
の
現
行
規
制

解
釈
・
要
件
明
確
化
」「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

社
会
医
療
法
人
の
参
入
、

公
益
性
等
を
踏
ま
え
た
運

営
主
体
規
制
の
見
直
し
」

「
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
の

法
体
系
等
の
整
備
」な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
た
。

こ
の
う
ち「
国
際
医
療

交
流
の
促
進
」に
関
し
て

は
、
①
外
国
人
患
者
お
よ

び
そ
の
付
き
添
い
人
に
つ

い
て
、
医
療
目
的
に
特
化

し
た「
医
療
滞
在
ビ
ザ
」の

運
用
お
よ
び
長
期
滞
在
可

能
な
在
留
資
格
を
付
与
す

る
取
り
扱
い
を
１
月
か
ら

開
始
す
る
、
②
医
療
言
語

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

３
月
ま
で
に
医
療
機
関
で

の
通
訳
実
習
お
よ
び
修
了

試
験
を
実
施
︱
︱
が
２
０

１
１
年
の
主
要
な
成
果
と

課
題
と
し
て
示
さ
れ
た
。

﹁
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
チ
ン

グ
研
究
会
﹂設
立
記
念
講

演
～
医
療
業
界
に
お
け
る

コ
ー
チ
ン
グ
の
有
用
性
～

［
日
時
］

①
２
月
25
日︵
金
︶13
：
00

～
16
：
00︵
開
場
12
：
30
︶

②
２
月
26
日︵
土
︶17
：
00

～
20
：
00︵
開
場
16
：
30
︶

※
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
に

御
参
加
下
さ
い
。

［
会
場
］マ
ン
ダ
リ
ン
オ
リ

エ
ン
タ
ル
東
京　

ボ
ー
ル

ル
ー
ム
Ⅰ
・
Ⅱ︵
東
京
都

中
央
区
日
本
橋
室
町
２
-

１
-
１ 

日
本
橋
三
井
タ

ワ
ー
３
階
︶

●
政
府

●
セ
ミ
ナ
ー
案
内

［
参
加
費
］１
万
円

［
講
演
概
要
］米
国
で
の
メ

デ
ィ
カ
ル
コ
ー
チ
ン
グ
活

用
の
最
新
事
情
お
よ
び
国

内
の
医
療
現
場
で
の
対
患

者
、
院
内
ス
タ
ッ
フ
間
で

の
活
用
事
例
紹
介
。

［
お
も
な
講
演
者
］

◆
鐘
江
康
一
郎
氏︵
聖
路

加
国
際
病
院
経
営
企
画
室

／
医
療
経
営
修
士︵
Ｍ
Ｈ

Ａ
︶︶※
両
日

◆
畑
埜
義
雄
氏︵
和
歌
山

県
立
医
科
大
学
附
属
病
院

前
院
長
／
麻
酔
科
教
授
︶

※
25
日

◆
岡
林
純
賀
子
氏︵
竹
下

病
院
看
護
部
長
︶※
26
日

［
お
申
し
込
み
］

http://w
w

w
.coacha.

com
/m

edical/event/

　

２
月
18
日
電
子
書
籍

﹃
医
療
経
営
士
第
３
級
認

定
試
験
予
想
問
題
・
解
答

解
説
・
関
連
論
点
集
﹄︵
長

英
一
郎︿
東
日
本
税
理
士

法
人
副
所
長
・
公
認
会
計

士
﹀
著
、
電
子
書
籍
パ

ブ
ーhttp://p.booklog.

jp/

発
行
、
１
０
０
０
円
︶

が
発
売
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
13
日
実
施
の「
第

２
回
医
療
経
営
士
３
級
資

格
認
定
試
験
」の
予
想
問

題
60
に
つ
い
て
、
解
答
お

よ
び
解
説
、
関
連
論
点
を

掲
載
。

●
出
版
案
内

２
０
１
１
年
3
月
13
日︵
日
︶実
施

第
２
回「
医
療
経
営
士
3
級
」資
格
認
定
試
験　

予
想
問
題

弱
点
克
服
!!
　﹇
診
療
報
酬
編（
連
載
第
2
回
）﹈

問1　 医療機関の医業収入である診療報酬について、以下の選択肢のうち適切なものを
３つ選べ。

［選択肢］
①  保険適用されない医療行為は自由診療として患者が全額負担する。
②  病院経営実態調査（厚生労働省）などによれば、病院の収入は８割以上が保険診療に
よるものである。

③  入院基本料は、看護配置（看護職員１人当たりの患者数）が手厚く、患者の平均在院
日数が短いほど、高い診療報酬が設定されている。

④  入院であれば入院基本料が算定されるため、初診料は算定されない。
⑤  診療報酬は公定価格であるために、政策の急な方向転換によって医療業界が打撃を
受けるというデメリットも併せ持っている。

問2　 医療政策が診療報酬に及ぼす影響について、以下の選択肢のうち適切なものを３
つ選べ。

［選択肢］
①  70歳以上（寝たきり等の場合65歳以上）の高齢者の自己負担額が国策として無料だっ
た時期がある。

②  患者の早期社会復帰を促進し医療費を適正化するために、平成22年の診療報酬改
定で医療療養病棟入院基本料が従来の報酬体系から大きく２分され、医療の必要性
が比較的低いとみなされる患者が多く集まる病棟の診療報酬が減額された。

③  診療報酬は公定価格であるため、特に社会的な背景による影響は受けない。
④  出来高払い方式は、保険財源の危機的な状況が迫りつつある日本では、包括払い方式
に比べて医療費抑制効果が期待されている。

⑤  患者の早期社会復帰という医療政策は一般病棟だけではなく、精神科病棟にも影響を
及ぼしている。

○  解答・解説については、日本医療経営実践協会ホームページ（http://www.jmmpa.jp/jmp_mmc_collabo.html）に3月8日（火）に掲載予定。
作問／解答・解説：東日本税理士法人 中小企業診断士 星　多絵子　ホームページ　http://www.higashinihon.or.jp/　ブログhttp://blog.livedoor.jp/zvezdahoshi/

協力：『最新 医療経営Phase3』編集部（日本医療企画）

第2回「医療経営士3級」資格認定試験	予想問題　　――診療報酬編（連載第2回）――

（
出
典
：「
フ
ェ
イ
ズ
・
ス
リ
ー
」

２
０
１
１
年
３
月
号〈
日
本
医
療
企
画
〉）

Do not p
rin

t. 




